
"年方法I）
重力を平行力の合成であわせる

𣜌鋆鱟：；
i 灥

力の逆比に内分する点が作用点となるので
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： .KG= M i n n
（方法 ばらばらのときのモーメントと、合力にしたときのモーメントが

同じになることから考える、

原点○のまわりのモーメントを考えると
（ばらばらモーメント） （合力モーメン
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囮 続 き
（方法 重心で支えたとき、 回転しないということから考える.

e i i i s i i
KGのまわりのモーメントのつりあいより

mg(KG-弘）=Mag（）（2-）
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